
（44）

企業共催セミナー 
 
 ランチョンセミナー 1 
第 1会場（大阪国際会議場　5F 大ホール） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：永井　宏和（国立病院機構 名古屋医療センター） 

 LS1 再発・難治性DLBCL の治療戦略 -実臨床の経験から考えるエプコリタマブの位置づけ- 
Treatment Strategy for Relapsed or Refractory DLBCL - Positioning of Epcoritamab Based on Real-world Clinical 
Experience - 

口分田貴裕 
近畿大学医学部 血液・膠原病内科 

共催：ジェンマブ株式会社／アッヴィ合同会社 
 

 ランチョンセミナー 2 
第 3会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1001） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：菅原　浩之（住友病院　血液内科） 

 LS2 慢性 ITP 治療における FcRn 阻害薬の使い方-併用薬や投与頻度への考察も踏まえて- 
How to use FcRn inhibitors in the treatment of chronic ITP -Considering concomitant medications and frequency of 
administration- 

花本　　仁 
近畿大学奈良病院　血液内科 

共催：アルジェニクスジャパン株式会社 
 

 ランチョンセミナー 3 
第 4会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1002） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：丸山　　大（公益財団法人がん研究会 有明病院 血液腫瘍科） 

 LS3 基礎的視点から考えるプロテアソーム阻害薬の役割 
Proteasome inhibitors for multiple myeloma: from bench to bedside 

三村　尚也 
千葉大学医学部附属病院 輸血・細胞療法部 

共催：小野薬品工業株式会社 
 

 ランチョンセミナー 4 
第 5会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1003） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：加藤　光次（九州大学大学院医学研究院　病態修復内科学） 

 LS4 進化するCAR T 細胞療法 -実臨床から得られた知見- 
Evolving CAR T Therapy -Insights from Real-World Clinical Experience- 

Yi Lin, M.D., Ph.D. 
Enterprise Deputy Director, Cancer Regenerative Biotherapeutics, Mayo Clinic Comprehensive Cancer Center, Mayo Clinic 

共催：ギリアド・サイエンシズ株式会社 

E



（45）

 ランチョンセミナー 5 
第 6会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1004-1005） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

［多発性骨髄腫治療におけるサークリサの価値］ 
  Value of Sarclisa in the treatment of Multiple Myeloma 

座長：伊藤　量基（関西医科大学 内科学第一講座） 

 LS5-1         芹澤憲太郎 
近畿大学医学部　血液・膠原病内科 
 

 LS5-2         塚田　信弘 
日本赤十字社医療センター 血液内科 

共催：サノフィ株式会社 
 

 ランチョンセミナー 6 
第 7会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1006） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：淺田　　騰（岡山大学学術研究院医歯薬学域　血液・腫瘍・呼吸器内科） 

 LS6 急性GVHD治療におけるMSCの使いどころ 
The Role of MSCs in the Treatment of Acute GVHD 

清水　啓明 
がん・感染症センター都立駒込病院　血液内科 

共催：ＪＣＲファーマ株式会社 
 

 ランチョンセミナー 7 
第 8会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1007） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：黒澤　彩子（伊那中央病院） 

 LS7-1 デジタル治療用アプリの現状と造血幹細胞移植への展開 
Current Status of Digital Therapeutic Apps and Their Development for Hematopoietic Stem Cell Transplantation 

岡村　浩史 
大阪公立大学医学部附属病院 
 

 LS7-2 移植後の外来ケアの実際と課題 
Practicalities and challenges of post-transplant outpatient care 

神田　　舞 
国立がん研究センター中央病院 

共催：株式会社ケーアイエス 
 

 ランチョンセミナー 8 
第 9会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1008） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：中前　博久（大阪公立大学大学院医学研究科 血液腫瘍制御学） 

 LS8-1 造血細胞移植後CMV治療におけるmaribavir の役割 
Role of maribavir in the treatment of post-transplant CMV infection 

藤　　重夫 
地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 血液内科 
 

 LS8-2 CAR-T 細胞療法における低ガンマグロブリン血症のリスク因子とマネジメント 
Risk Factors and Management for Hypogammaglobulinemia in CAR-T Cell Therapy 

北脇　年雄 
京都大学大学院医学研究科 血液内科学 

共催：武田薬品工業株式会社 
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 ランチョンセミナー 9 
第 10会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1009） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：竹中　克斗（愛媛大学第一内科） 

 LS9-1 骨髄線維症における現状と課題 
Current Status and challenge in Myelofibrosis 

竹中　克斗 
愛媛大学第一内科 
 

 LS9-2 骨髄線維症の新たな治療戦略 
New treatment strategies for myelofibrosis 

杉本　由香 
三重大学大学院医学系研究科　血液・腫瘍内科学 

共催：グラクソ・スミスクライン株式会社 
 

 ランチョンセミナー 10 
第 11会場（大阪国際会議場　12F 会議室 1202） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：松岡　賢市（徳島大学大学院医歯薬学研究部　血液・内分泌代謝内科学分野） 

 LS10 高リスクAMLにおける治療戦略 update 
Update on the Treatment strategy of high-risk AML 

小野澤真弘 
北海道大学病院　血液内科 

共催：日本新薬株式会社 
 

 ランチョンセミナー 11 
第 12会場（大阪国際会議場　12F 特別会議場） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

［実臨床の経験から考える再発・難治性多発性骨髄腫における 
エルレフィオの役割］ 
  The role of ELREXFIO in relapsed/refractory multiple myeloma based on clinical experience 

座長：尾崎　修治（徳島県立中央病院　血液内科） 

 LS11-1 多発性骨髄腫の最新治療　～二重特異性抗体 Elranatamabの治療戦略（最新の知見）～ 
The Current Treatment of Multiple Myeloma 
~ Therapeutic Strategies Using Bispecific Antibody Elranatamab (Latest Knowledge)~ 

湯田淳一朗 
国立がん研究センター東病院　血液腫瘍科/先端医療科 
 

 LS11-2 エルラナタマブ副作用マネジメントの実践 
Elranatamab adverse effects management in practice 

鈴木　一史 
東京慈恵会医科大学　 腫瘍・血液内科 

共催：ファイザー株式会社 
 

 ランチョンセミナー 12 
第 13会場（大阪国際会議場　12F グラントック） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：長藤　宏司（久留米大学医学部内科学講座　血液・腫瘍内科部門） 

 LS12 FLT3変異陽性AML同種移植適応症例に対する治療戦略 
Treatment strategy for FLT3-mutated allogeneic transplant AML 

町田真一郎 
東海大学医学部内科学系　血液腫瘍内科 

共催：アステラス製薬株式会社 
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 ランチョンセミナー 13 
第 14会場（リーガロイヤルホテル大阪　2F 桂） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：福田　隆浩（国立がん研究センター 中央病院　造血幹細胞移植科） 

 LS13 慢性GVHDに対する新たな治療戦略 
New treatment strategies for chronic GVHD 

諫田　淳也 
京都大学大学院医学研究科　血液内科学 

共催：Meiji Seika ファルマ株式会社 
 

 ランチョンセミナー 14 
第 15会場（大阪国際会議場　11F 1101＋1102） 2月 28日（金）　12:00～12:50 

座長：宮本　敏浩（金沢大学大学院医学系研究科 血液内科学） 

 LS14 血液腫瘍患者のCOVID-19 感染症マネジメント 
Management of COVID-19 Infection in Patients with Hematologic Malignancies 

冲中　敬二 
国立がん研究センター東病院 感染症科 

共催：アストラゼネカ株式会社 
 

 ランチョンセミナー 15 
第 1会場（大阪国際会議場　5F 大ホール） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

座長：豊嶋　崇徳（北海道大学） 

 LS15 Improved HCT outcomes: advances in acute GVHD diagnosis and treatment 
James L.M. Ferrara 
Tisch Cancer Institute, Icahn School of Medicine at Mount Sinai 

共催：ノバルティス ファーマ株式会社 
 

 ランチョンセミナー 16 
第 3会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1001） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

座長：橋本　大吾（北海道大学　医学研究院　血液内科学教室） 

 LS16 TCRαβT細胞/B細胞除去によるGVHD予防法 
ー安全で有効なハプロ移植への新展開ー 
GVHD prophylaxis using TCRαβT/B cell depletion in HLA-haploidentical  stem cell transplantation 

井口　晶裕 
国立研究開発法人国立成育医療研究センター 小児がんセンター　血液内科 

共催：ミルテニーバイオテク株式会社 
 

 ランチョンセミナー 17 
第 4会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1002） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

座長：内田　直之（虎の門病院 血液内科） 

 LS17 造血細胞移植におけるCMV感染症 
Cytomegalovirus infection after hematopoietic cell transplantation 

稲本　賢弘 
藤田医科大学 造血細胞移植・細胞療法学 

共催：MSD株式会社 

E
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 ランチョンセミナー 18 
第 5会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1003） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

座長：森　　文子（国立がん研究センター中央病院　看護部） 

 LS18 明日から使える！血液がん患者の認知症・せん妄への超実践的アプローチ 
You can start using it tomorrow! A very practical approach to dementia and delirium in blood cancer patients. 

井上真一郎 
新見公立大学　健康科学部　看護学科 

共催：中外製薬株式会社 
 

 ランチョンセミナー 19 
第 6会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1004-1005） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

座長：柴山　浩彦（独立行政法人国立病院機構　大阪医療センター　血液内科） 

 LS19 新世代 BTK阻害薬のポテンシャル・WM編 ～ザヌブルチニブ登場～ 
The Potential of Next Generation BTK Inhibitors in WM - Zanubrutinib rising - 

伊藤　量基 
関西医科大学　内科学第一講座 

共催：BeiGene Japan 合同会社 
 

 ランチョンセミナー 20 
第 7会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1006） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

［造血幹細胞移植後の合併症軽減 
－低ガンマグロブリン血症に伴う感染症マネージメントを含めて－］ 
  Complication management after hematopoietic stem cell transplant 
  - Including infectious event associated with hypogammaglobulinemia - 

座長：塚田　信弘（日本赤十字社医療センター　血液内科） 

 LS20-1 同種移植後の合併症軽減を目指した新たな取り組み 
New approaches to reducing complications after allogeneic transplantation 

諫田　淳也 
京都大学大学院医学研究科　血液内科学 
 

 LS20-2 ハイゼントラを用いた補充療法の実際の流れ 
The actual process of replacement therapy with Hizentra 

小瀬良仁美 
大阪公立大学医学部附属病院　看護部 

共催：CSLベーリング株式会社 
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 ランチョンセミナー 21 
第 8会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1007） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

［先天代謝異常症に対する造血細胞移植］ 
  HCT for Inherited Metabolic diseases 

座長：時政　定雄（大阪公立大学大学院医学研究科　発達小児医学） 

 LS21-1 ムコ多糖症Ⅱ型（MPS II）3 症例に対する臍帯血移植の自験例 
Cord blood cell transplantation from unrelated donor for 3 cases of mucopolysaccharidosis II 

平林　真介 
北海道大学大学院医学研究院　生殖・発達医学分野　小児科学教室 
 

 LS21-2 ムコ多糖症Ⅱ型に対する同種造血細胞移植を考える 
Considering Allogeneic Hematopoietic Stem Cell Transplantation for Mucopolysaccharidosis Type II 

加藤　元博 
東京大学医学部附属病院 小児科学教室 

共催：クリニジェン株式会社 
 

 ランチョンセミナー 22 
第 9会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1008） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

座長：加藤　光次（九州大学大学院　病態修復内科学） 

 LS22 CD19CAR-T の製剤ごとの使い分けは可能か 
Is it possible to use each of the CD19CAR-T formulations by different situations? 

寺倉精太郎 
名古屋大学医学部附属病院　血液内科 

共催：ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社 
 

 ランチョンセミナー 23 
第 10会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1009） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

［血液内科診療における地域医療連携DXの取り組み］ 
  Efforts in Digital Transformation of Regional Medical Collaboration in Hematology 

座長：横田　貴史（地方独立行政法人　大阪府立病院機構　大阪国際がんセンター　血液内科） 

 LS23-1 専門クリニックを介した新たな血液内科病診連携システム構築に向けて 
Toward the construction of a new hospital-clinic collaboration system for hematology through specialized clinics 

太田　健介 
医療法人LIGARE血液内科太田クリニック・心斎橋 
 

 LS23-2 血液がん地域連携のNext Step　～血内の肺炎は血内からの脱却～ 
Advancing Regional Cooperation on Hematologic malignancies: Breaking Through Challenges 

高桑　輝人 
社会医療法人若弘会　若草第一病院　血液内科 
 

 LS23-3 血液内科診療における地域医療連携DXを実現する、コミュニケーションプラットフォー
ム「Dr2GO」 
Dr2GO - the communication platform that realizes Digital Transformation of Regional Medical Collaboration in 
Hematology 

関口健太郎 
SCSK株式会社 

共催：SCSK株式会社 
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 ランチョンセミナー 24 
第 11会場（大阪国際会議場　12F 会議室 1202） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

座長：清井　　仁（名古屋大学大学院医学系研究科　病態内科学講座 血液・腫瘍内科学） 

 LS24 FLT3 変異陽性AMLに対する新たな移植周術期の治療戦略 
Novel peritransplant treatment strategy for FLT3-mutated AML 

名島　悠峰 
がん・感染症センター都立駒込病院 血液内科 

共催：第一三共株式会社 
 

 ランチョンセミナー 25 
第 12会場（大阪国際会議場　12F 特別会議場） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

座長：黒川　峰夫（東京大学大学院医学系研究科　血液・腫瘍病態学） 

 LS25 たった一度の多発性骨髄腫初回治療  選択肢を活かす私たちの責任 
Our responsibility to make the most of the options in the one-time initial treatment of multiple myeloma 

宮尾康太郎 
安城更生病院　血液・腫瘍内科 

共催：ヤンセンファーマ株式会社 
 

 ランチョンセミナー 26 
第 13会場（大阪国際会議場　12F グラントック） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

座長：高橋　直人（秋田大学大学院医学系研究科　血液・腎臓・膠原病内科学講座） 

 LS26 成人 B-ALL における新たな移植の位置づけ 
New HSCT positioning for adult B-ALL 

佐々木宏冶 
MDアンダーソン癌センター　白血病科 

共催：アムジェン株式会社　メディカルアフェアーズ本部//// 

アステラス製薬株式会社　メディカルアフェアーズ本部 
 

 ランチョンセミナー 27 
第 14会場（リーガロイヤルホテル大阪　2F 桂） 3月 1日（土）　11:30～12:20 

座長：伊豆津宏二（国立がん研究センター中央病院 血液腫瘍科） 

 LS27 再発 FL の治療戦略 
Treatment Strategies for Relapsed/Refractory Follicular Lymphoma 

後藤　秀樹 
北海道大学病院　血液内科/検査・輸血部 

共催：中外製薬株式会社 
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 スイーツセミナー 1 
第 3会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1001） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

座長：吉原　　哲（兵庫医科大学　呼吸器・血液内科学） 

 SS1 再発又は難治性の原発性縦隔大細胞型 B細胞リンパ腫における最新治療戦略 
～r/r PMBCL に対するCAR-T 療法とペムブロリズマブの治療戦略～ 
Latest Treatment Strategies for Refractory or Relapsed Primary Mediastinal Large B-cell Lymphomay 
~Treatment Strategies for CAR-T Therapy and Pembrolizumab in r/rPMBCL~ 

下山　　達 
東京都立病院機構がん・感染症センター　都立駒込病院　腫瘍内科 

共催：MSD株式会社 
 

 スイーツセミナー 2 
第 4会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1002） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

座長：三村　尚也（千葉大学医学部附属病院　輸血・細胞療法部） 

 SS2 製造実態に基づいたCAR-T 症例のトリセツ～生きた細胞をより生かす工夫　 
Optimizing CAR-T cell therapy: harnessing manufacturing data to maximize cell vitality 

新井　康之 
京都大学医学部附属病院　細胞療法科 

共催：ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社 
 

 スイーツセミナー 3 
第 5会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1003） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

座長：山本　久史（国家公務員共済組合連合会　虎の門病院 血液内科） 

 SS3 BTK 阻害薬のエビデンスと症例から見る cGVHDの治療 
Treatment of cGVHD Based on Evidence and Case Study of BTK Inhibitor 

豊﨑　誠子 
東海大学医学部 血液腫瘍内科学 

共催：ヤンセンファーマ株式会社　メディカルアフェアーズ本部 
 

 スイーツセミナー 4 
第 6会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1004-1005） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

［急性リンパ性白血病の治療戦略］ 
  Treatment strategy for acute lymphoblastic leukemia 

座長：長藤　宏司（久留米大学医学部 内科学講座 血液・腫瘍内科部門） 

 SS4-1 Ph+ALL に対する移植戦略とブリナツモマブの可能性 
The prospect of blinatumomab and transplant strategy for Ph+ALL. 

山下　鷹也 
秋田大学大学院医学系研究科 血液・腎臓・膠原病内科学講座 
 

 SS4-2 実臨床における再発・難治性 Ph陽性ALL の治療戦略 
Treatment Strategies for Relapsed/Refractory Ph＋ALL 

西田　　彩 
虎の門病院　血液内科 

共催：アムジェン株式会社／アステラス製薬株式会社 
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 スイーツセミナー 5 
第 7会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1006） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

［造血幹細胞移植後におけるカプセル内視鏡の有用性］ 
  Can capsule endoscopy after hematopoietic stem cell transplantation predict Transplant 
  -related mortality? 

座長：稲本　賢弘（藤田医科大学医学部　造血細胞移植・細胞療法学） 

 SS5-1              角川　康夫 
国立がん研究センター中央病院　内視鏡科 
 

 SS5-2         土岐　典子 
東京都立駒込病院　血液内科 

共催：コヴィディエンジャパン株式会社 
 

 スイーツセミナー 6 
第 8会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1007） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

［造血幹細胞移植後のワクチン接種 ～帯状疱疹を中心に～］ 
  Vaccination after hematopoietic stem cell transplantation ~focusing on shingles~ 

座長：森　　有紀（虎の門病院　輸血・細胞治療部　造血細胞移植後長期フォローアップセンター） 

 SS6 同種造血幹細胞移植後のワクチン接種 
Vaccination after allogeneic hematopoietic stem cell transplantation 

小野　孝明 
浜松医科大学 輸血・細胞治療部 

共催：グラクソ・スミスクライン株式会社 
 

 スイーツセミナー 7 
第 9会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1008） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

［CAR T 細胞療法の実践：適切な患者マネジメントとは？］ 
  Good practice with CAR T: What is the optimal patient management? 

座長：中嶋　康博（大阪公立大学大学院医学研究科　血液腫瘍制御学） 

 SS7-1 CAR T 細胞療法のより良い実践に向けて：医師が果たす役割 
Towards Better CAR T-cell Therapy: the Critical Role of Physicians 

北脇　年雄 
京都大学医学部附属病院　血液内科 
 

 SS7-2 CAR T 細胞療法のより良い実践に向けて：看護師が果たす役割 
Towards Better CAR T-cell Therapy: the Critical Role of Nurses 

福田　裕子 
京都大学医学部付属病院　積貞棟3階 

共催：ギリアド・サイエンシズ株式会社 
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 スイーツセミナー 8 
第 10会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1009） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

座長：松岡　賢市（徳島大学大学院医歯薬学研究部 血液・内分泌代謝内科学分野） 

 SS8 同種造血幹細胞移植におけるVenetoclax の役割 
Role of Venetoclax in allogeneic hematopoietic stem cell transplantation 

田中　正嗣 
神奈川県立がんセンター 血液・腫瘍内科 

共催：アッヴィ合同会社 
 

 スイーツセミナー 9 
第 11会場（大阪国際会議場　12F 会議室 1202） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

座長：山内　高弘（福井大学医学部　病態制御医学講座　内科学（1）） 

 SS9 再発・難治性ALL の治療戦略 
Treatment strategies for relapsed/refractory ALL 

髙木　伸介 
虎の門病院　血液内科/造血細胞移植後長期フォローアップセンター 

共催：ファイザー株式会社 
 

 スイーツセミナー 10 
第 12会場（大阪国際会議場　12F 特別会議場） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

座長：冨田　章裕（藤田医科大学医学部 血液内科学） 

 SS10 T 細胞リンパ腫治療におけるブレンツキシマブ ベドチンの位置づけ 
The role of Brentuximab vedotin in the treatment of T-cell lymphoma 

棟方　　理 
国立がん研究センター中央病院 血液腫瘍科 

共催：武田薬品工業株式会社 
 

 スイーツセミナー 11 
第 13会場（大阪国際会議場　12F グラントック） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

座長：中尾 眞二（石川県赤十字血液センター） 

 SS11 これからの PNH診療における課題と対策 
ー新規補体阻害剤がもたらす新たな未来とはー 
Challenges and Measures in Future PNH Treatment: The New Future Brought by Novel Complement Inhibitors 

西脇　嘉一 
東京慈恵会医科大学附属柏病院 腫瘍・血液内科 

共催：ノバルティス ファーマ株式会社 
 

 スイーツセミナー 12 
第 14会場（リーガロイヤルホテル大阪　2F 桂） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

座長：近藤　英生（川崎医科大学　血液内科学） 

 SS12 PCNSL の治療と支持療法 
Treatment and supportive care for PCNSL patients 

成田　善孝 
国立がん研究センター中央病院　脳脊髄腫瘍科 

共催：住友ファーマ株式会社 
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 スイーツセミナー 13 
第 15会場（大阪国際会議場　11F 1101＋1102） 2月 28日（金）　17:00～17:50 

［晩期合併症としての脂肪萎縮症を考える］ 
  Considering Lipodystrophy as a Late Complication 

座長：松本　公一（国立成育医療研究センター 小児がんセンター） 

 SS13-1 後天性脂肪萎縮性糖尿病患者に対するメトレレプチンの脂質・糖代謝改善作用 
Metreleptin Supplementation for Improving Lipid and Glycemic Profiles in Acquired Diabetes Lipodystrophy 

永山　綾子 
久留米大学医学部内科学講座内分泌代謝内科部門 
 

 SS13-2 HSCT 関連部分性脂肪萎縮症　肥満が無いのに高度な耐糖能異常、脂質代謝異常を示す
移植後患者を診ていませんか？ 
HSCT-related partial lipodystrophy: Have you seen any post-transplant patients who show severe glucose intolerance 
and/or lipid metabolism abnormalities without obesity? 

岡田　　賢 
広島大学大学院医系科学研究科　小児科学 

共催：キエジ・ファーマ・ジャパン株式会社 
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 ブレックファーストセミナー 1 
第 3会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1001） 3月 1日（土）　08:00～08:50 

座長：橋本　大吾（北海道大学大学院医学研究院　血液内科） 

 BS1 成人 T細胞白血病リンパ腫における移植後再発の対策と治療 
Struggle against adult T-cell leukemia/lymphoma relapse after allogeneic hematopoietic stem cell transplantation 

伊藤　　歩 
国立がん研究センター 中央病院　造血幹細胞移植科 

共催：Meiji Seika ファルマ株式会社 
 

 ブレックファーストセミナー 2 
第 4会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1002） 3月 1日（土）　08:00～08:50 

［骨髄増殖性腫瘍とRuxolitinib］ 
  Ruxolitinib for MF/PV 

座長：高橋　　聡（東京大学医科学研究所臨床精密研究基盤　社会連携研究部門） 

 BS2-1 真性多血症の治療戦略と Ruxolitinib の位置づけ 
Treatment Strategies for Polycythemia Vera and the Role of Ruxolitinib 

橋本　由徳 
鳥取県立中央病院　血液内科 
 

 BS2-2 骨髄線維症の治療戦略と Ruxolitinib の位置づけ 
Treatment Strategies for Myelofibrosis and the Role of Ruxolitinib 

神田　善伸 
自治医科大学附属病院・附属さいたま医療センター 血液科 

共催：ノバルティス ファーマ株式会社 
 

 ブレックファーストセミナー 3 
第 6会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1004-1005） 3月 1日（土）　08:00～08:50 

座長：福田　隆浩（国立がん研究センター中央病院　造血幹細胞移植科） 

 BS3-1 急性リンパ性白血病における最新の治療戦略 
Current Treatment Strategies in Acute Lymphoblastic Leukemia 

湯田淳一朗 
国立がん研究センター東病院 血液腫瘍科/先端医療科 
 

 BS3-2 Ph 陽性白血病に対する移植後 TKI 投与のリアルワールドデータと新規アウトカム指標 
Real-world data on post-transplant TKI administration in Philadelphia chromosome-positive leukemia and novel 
outcome indicators 

仲宗根秀樹 
自治医科大学 分子病態治療研究センター 領域融合治療研究部／附属さいたま医療センター 血液科 

共催：大塚製薬株式会社 
 

 ブレックファーストセミナー 4 
第 7会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1006） 3月 1日（土）　08:00～08:50 

座長：宮本　敏浩（金沢大学医薬保健研究域医学系 血液内科学） 

 BS4 同種移植・白血病治療における真菌感染予防：薬物相互作用を考慮した治療戦略 
Prevention of Fungal Infections in Allogeneic Hematopoietic Stem Cell Transplantation and Leukemia Treatment: 
Treatment Strategies Considering Drug Interactions 

諫田　淳也 
京都大学大学院医学研究科 血液内科学 

共催：MSD株式会社 
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 ブレックファーストセミナー 5 
第 9会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1008） 3月 1日（土）　08:00～08:50 

座長：片山　雄太（広島赤十字・原爆病院　血液内科部） 

 BS5 Defibrotide 時代の SOS治療　～バイオマーカー解析を含めて～ 
Dawn breaks with SOS/VOD in Defibrotide Era ~adding the biomarker analysis~ 

立花　崇孝 
神奈川県立がんセンター　血液・腫瘍内科 

共催：日本新薬株式会社 
 

 ブレックファーストセミナー 6 
第 10会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1009） 3月 1日（土）　08:00～08:50 

座長：赤司　浩一（九州大学大学院医学研究院　病態修復内科学（第一内科）） 

 BS6 AML におけるMRD測定のためのMulticolor flow cytometry 法の意義と将来展望 
Multicolor flow cytometry-based MRD detection in AML 

菊繁　吉謙 
九州大学病院　遺伝子・細胞療法部 

共催：アステラス製薬株式会社　メディカルアフェアーズ本部 
 

 ブレックファーストセミナー 7 
第 11会場（大阪国際会議場　12F 会議室 1202） 3月 1日（土）　08:00～08:50 

座長：石田　禎夫（日本赤十字社医療センター 血液内科/骨髄腫アミロイドーシスセンター） 

 BS7 長期予後と治療抵抗性を考慮した多発性骨髄腫の治療戦略 
Treatment strategy for multiple myeloma considering long-term prognosis and treatment resistance 

芹澤憲太郎 
近畿大学医学部 血液・膠原病内科 

共催：武田薬品工業株式会社 
 

 ブレックファーストセミナー 8 
第 13会場（大阪国際会議場　12F グラントック） 3月 1日（土）　08:00～08:50 

座長：山村　亮介（大阪府済生会中津病院　血液内科） 

 BS8 マントル細胞リンパ腫の診断と治療戦略 
Diagnosis and Treatment Strategy for Mantle Cell Lymphoma 

山内　寛彦 
がん研究会有明病院　血液腫瘍科 

共催：シンバイオ製薬株式会社 
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 スポンサードシンポジウム 1 
第 5会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1003） 2月 28日（金）　14:45～16:45 

［造血器腫瘍におけるがんゲノム医療への課題と期待］ 
  Expectations and Challenges of Genomic Medicine for Hematological Malignancies 

座長：伊豆津宏二（国立がん研究センター中央病院　血液腫瘍科））））） 
前田　高宏（九州大学大学院医学研究院　プレシジョン医療学） 

 SSY1-1 造血器腫瘍における包括的ゲノムプロファイリングのための遺伝子パネル検査の開発と
その可能性 
Development and clinical utility of comprehensive genomic profiling of hematological malignancies 

片岡　圭亮 
慶應義塾大学　医学部　血液内科 
 

 SSY1-2 EP を含む院内および連携施設とのロジスティクス構築 
Establishment of logistics for a hematopoietic genome panel, both within the hospital and with partner institutions 

福島健太郎 
大阪大学大学院 医学系研究科　血液・腫瘍内科学 
 

 SSY1-3 遺伝子パネル検査による急性白血病の移植医療の展望 
Future perspective in HSCT for acute leukemia in the era of hematopoietic gene panel 

宮本　敏浩 
金沢大学　医薬保健研究域医学系　血液内科学 
 

 SSY1-4 遺伝子パネル検査による遺伝性骨髄不全症候群の診断と二次的所見への対応 
Diagnosis of inherited bone marrow failure syndrome by gene panel testing and management of secondary findings 

加藤　元博 
（東京大学医学部附属病院　小児科） 

共催：大塚製薬株式会社 
 

 スポンサードシンポジウム 2 
第 12会場（大阪国際会議場　12F 特別会議場） 2月 28日（金）　13:05～14:35 

［新規薬剤時代の多発性骨髄腫治療戦略］ 
  Treatment Strategies for Multiple Myeloma with Novel Agents 

座長：吉原　　哲（兵庫医科大学　呼吸器・血液内科学））））））））））））））））））））） 
角南　一貴（独立行政法人国立病院機構　岡山医療センター　血液内科） 

 SSY2-1 Teclistamab covering an unmet need in myeloma 
María-Victoria Mateos, MD, PhD 
Head of Unit at the hematology Department, Salamanca University, Spain 
 

 SSY2-2 Treatment strategy for TCE RRMM in Japan 
石田　禎夫 
日本赤十字社医療センター　血液内科/ 骨髄腫アミロイドーシスセンター 

共催：ヤンセンファーマ株式会社 
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 スポンサードシンポジウム 3 
第 14会場（リーガロイヤルホテル大阪　2F 桂） 2月 28日（金）　08:40～10:40 

［薬物相互作用の観点から最適な真菌感染マネジメントを考える］ 
  Anti-fungal management from the perspective of drug-drug interactions 

座長：宮本　敏浩（金沢大学医薬保健研究域医学系　血液内科学） 

 SSY3-1 アゾール系抗真菌薬の薬物動態 
Pharmacokinetics of azole antifungals 

松元　加奈 
同志社女子大学　薬学部　臨床薬剤学研究室 
 

 SSY3-2 同種造血細胞移植領域における薬物相互作用 
Drug-Drug Interactions in the Field of Allogeneic Hematopoietic Cell Transplantation 

森　　康雄 
九州大学病院　血液・腫瘍・心血管内科 
 

 SSY3-3 新規分子標的治療薬領域における薬物相互作用 
Drug-Drug interactions in the field of new novel molecularly targeted agents 

諫田　淳也 
京都大学大学院医学研究科　血液内科学 

共催：旭化成ファーマ株式会社 
 

 スポンサードシンポジウム 4 
第 5会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1003） 3月 1日（土）　09:00～11:00 

［造血細胞移植後の晩期合併症に対する長期フォローアップの重要性］ 
  Importance of long-term follow-up for late complications after hematopoietic cell transplantation 

座長：日野　雅之（大阪公立大学大学院医学研究科　血液腫瘍制御学））））））））））））））））））））））））））） 
森　　有紀（虎の門病院　輸血・細胞治療部 / 造血細胞移植後長期フォローアップセンター） 

 SSY4-1 当院における LTFU外来の実際と看護師の役割 
The practice of LTFU in our hospital and the role of nurses 

香取　佳美 
国立がん研究センター中央病院　看護部 
 

 SSY4-2 慢性GVHDの評価と治療介入における LTFU外来の役割 
The role of LTFU in the assessment and therapeutic intervention of chronic GVHD 

豊﨑　誠子 
東海大学医学部付属病院　血液腫瘍内科 
 

 SSY4-3 移植後長期フォローアップ外来の現状とツールの役割 
Current status of LTFU and role of the tools after HSCT 

黒澤　彩子 
伊那中央病院　腫瘍内科 

共催：Meiji Seikaファルマ株式会社 
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 スポンサードシンポジウム 5 
第 5会場（大阪国際会議場　10F 会議室 1003） 3月 1日（土）　13:50～15:50 

［造血幹細胞移植の現状と展望］ 
  Current Status and Future Prospects of Hematopoietic Stem Cell Transplantation 

座長：矢野　真吾（東京慈恵会医科大学　腫瘍・血液内科）））））） 
宮本　敏浩（金沢大学医薬保健研究域医学系 血液内科学） 

 SSY5-1 同種末梢血幹細胞移植の現状と未来への課題 
Current Status and Future Challenges of Allogeneic Peripheral Blood Stem Cell Transplantation 

名和由一郎 
愛媛県立中央病院　血液内科 
 

 SSY5-2 ドナーのQOLと安全を守るコーディネート 
Coordinating to Enhance Donor QOL and Safety 

三枝　真理 
東海大学医学部付属病院 看護部・移植コーディネート室 
 

 SSY5-3 同種末梢血幹細胞採取におけるペグフィルグラスチムの役割：ジーラスタ適応取得の背
景と臨床使用経験から見る現状と展望 
The Role of Pegfilgrastim in Allogeneic Peripheral Blood Stem Cell Collection: Current Status and Future Prospects 

岡田　耕平 
社会医療法人北楡会　札幌北楡病院　血液内科 
 

 SSY5-4 非血縁ドナーの安全確保と今後の展望 
Ensuring the Safety of Unrelated Donors and Future Prospects 

矢野　真吾 
東京慈恵会医科大学　腫瘍・血液内科 

共催：協和キリン株式会社 
 




